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菅総理来学記念講座を開講しました。 

昨年 10月、菅義偉内閣総理大臣が来学し、政策スピーチ「共

につくるインド太平洋の未来」を発表しました。これを受け、

日越大学では、同スピーチの内容に即して日越関係を解説する

「菅総理来学記念講座（インターンシップ１）」を、2021年 2月

末に開講しました。 

本講座は、学部日本学プログラムの学生を主な対象とし、在ベ

トナム日本国大使館、JICA ベトナム事務所、JETRO ハノイ事務

所、国際交流基金ベトナム日本文化交流センター、ベトナム日

本商工会議所、さらに、ベトナムに進出する日本企業や、日本企

業と関係が深いベトナム企業等から幅広い協力を得て、全 15回

の講義や現場見学等を行う非常にユニークかつ意義深い教育プログラムです。3 月末までに実施さ

れた講義内容は、次ページ以降に詳報します。 
 

【各講義のテーマと講師・協力機関等（予定を含む）】 

 地域情勢     宮家邦彦内閣官房参与 

 法の支配       JICA法整備支援プロジェクト 

 日本の ODA      JICAベトナム事務所 

 直接投資     JETROハノイ事務所 

 ODA の現場見学    タンロン工業団地  

 サプライチェーンの強靱化  （在ベトナム日系企業の協力） 

 デジタルでの日越協力  （ベトナムにおける日越両企業の協力） 

 技能実習制度    在ベトナム日本国大使館 

 日本語教育・日本文化   国際交流基金 

 新型コロナ感染症への対    国立衛生疫学研究所における JICA プロジェクト 

 日本の政治と社会    武部勤日越友好議員連盟特別顧問 

 

 

1～3 月のトピック日越大学ニュース  
 

 

【日越大学第６回研究教育評議会を開催】 

1月 19 日、日越大学第 6 回研究教育評議会が、日越大学の会場に日本からの出席者をオンライン

で接続する方式で開催されました。日越大学会場には、Vu Minh Giang 研究教育評議会議長・地域研

究プログラムダイレクター、古田元夫学長を含む 10 名の評議員が参加し、日本からは各プログラム

のコダイレクターなどの評議員 10名が出席しました。 

会議では、2025 年までのプログラム開設計画および 2021 年 9 月に新設予定の学部課程コンピュ

ーターサイエンス工学プログラム（BCSE）の概容などについての説明が行われた後、質疑応答が行わ

れました。 

 

日越大学における菅総理と学生との記念撮影

（2020年 10月） 
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【菅総理来学記念講座シリーズの講義を実施】 

宮家邦彦内閣官房参与による講義 

3月 4 日、外部講師による最初の講義として、宮家邦彦内閣

官房参与から、「日本の地政学的戦略‐東京はどのようにベト

ナムを見ているか‐」と題した遠隔講義が行われました。 

講義では、古代から現代までの事例を引用しつつ、地政学

の考え方や地域情勢について分かりやすい解説がありまし

た。幅広い分野で研究活動を行い、発信されている宮家参与

による講義は、日越大学の学生にとり大変有意義なものとな

りました。 

学生からは、「この地域をより強く、より良く発展させるために、日本とベトナムが協力する必要

が分かった」「これまではニュースの情報しか知らず、なぜそうなのか分からなかったが、講義を通

じて、世界の問題が相互に関連していることが理解できた」といった感想が聞かれました。 

 

枝川充志 JICA 専門家による講義 

3月 11日、JICA 技術協力「法整備・執行の質及び効率性向

上プロジェクト」の枝川充志専門家により、「JICA による法整

備支援」として、「法の支配」の実現に向けた日本からベトナ

ムへの協力などについての講義が行われました。 

講義では、法整備支援の目的や「法律はなぜ必要か」といっ

た基礎的事項から、ベトナムと日本における法司法制度の違い

について、活動における困難など具体的エピソードと共に説明

されました。 

新型コロナウイルス感染対策により、学生の多くはオンライン聴講を余儀なくされましたが、学

生からは、「法の支配は複雑な政治的・法的現象だが、多くの異なる角度から理解しやすく説明して

もらい、ありがたかった」「これまでに達成した成果だけでなく、その成果を生み出すための努力に

ついて理解できた。今後の学習や、その後の仕事に役立つと思う」といったコメントが寄せられま

した。 

 

清水曉 JICA ベトナム事務所長による講義 

3月 18日、JICAベトナム事務所の清水曉所長から、日本の

ODA（政府開発援助）をテーマに、日本政府や JICA の取り組

み、特にベトナムにおける活動についての講義が行われまし

た。 

講義では、開発途上国に対する日本政府による国際協力につ

いて、「持続可能な開発目標（SDGs）」に触れながら解説があり、

JICA 事業全体を概観した後、日本が最大のドナーであるベト

ナムでの JICA の活動について、「成長と競争力強化」「脆弱性への対応」「ガバナンス強化」の三つ

の重点分野で、ハノイ・ノイバイ空港の整備事業、ホーチミン都市鉄道建設（１号線）事業および

日越大学への支援を含む人材育成といった具体的な事例を交えて、説明されました。 

学生は、自分たちに直接関わる事業ということで熱心に耳を傾けており、講演後の質疑応答では、

「将来、JICAのような援助機関や国際機関で働きたいが、どういったアドバイスがあるか」といっ

た質問が出されました。 
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中島丈雄 JETRO ハノイ事務所長による講義 

3月 25日、JETRO ハノイ事務所の中島丈雄所長より、「日本

の魅力、ベトナムの魅力‐海外直接投資の重要性‐」をテーマ

に、対日・対越の海外直接投資（ＦＤＩ）の状況についての講

義が行われました。 

講義では、それぞれの国が持つ魅力や特徴、企業側の狙い、

今後の展望等、幅広く解説されました。その他に、将来に向け

ての学生がするべき準備として、英語能力の重要性等、企業が

求める人材について紹介されました。 

学生からは、「ベトナムが立てた、2045年までに先進国になるという目標についてどう考えるか」

「現在のベトナムにおける産業の状況をどう見るか」といった多くの質問が寄せられました。 

  

 

修士プログラムニュース：  

【MGL の学生が韓国国際交流財団を訪問】 

グローバルリーダーシッププログラム[MGL]  

3月 17日、MGL プログラムの学生が、インターンシップの一環として、韓国国際交流財団（Korea 

Foundation [KF]）を訪問しました。 

韓国国際交流財団（KF）は、韓国の美しさを世界に広

め、友情と互恵の国際ネットワークを強化するために、人々

の外交活動の実施および支援する機関として 1991 年に設立

されました。 

今回の訪問では、チェ・ジェジン ディレクターより財

団の歴史と典型的なプロジェクトを紹介していただきまし

た。MGL の学生は、学術支援、グローバルネットワーク開発、文化振興など、KF の主な活動分野に

おけるプロジェクトについて活発に質問し、韓国の国際交流と支援活動について学ぶ貴重な機会と

なりました。 

 

人事往来 
【着任】3 月 31日に新しく 3名の専門家が着任しました。 

武田 晋一（修士課程社会基盤プログラム）： 

拓殖大学国際学部の武田晋一です。この度、日越大学社会基盤専攻に、２年間の任期で参りま

した。現在の研究テーマは LBT (Labour Based Technology)で、タイ東北部での事例を分析して

います。 

 

矢澤 大志（修士課程環境工学プログラム）： 

マレーシアでの研究、フィリピンでの会社員生活等々を経て、今も残っているのは人とのつな

がりです。日越大学でこれからどのような出会いがあるのかとても楽しみです。 

 

田村 誠（修士課程気候変動・開発プログラム）： 

茨城大学地球・地域環境共創機構(GLEC)から、気候変動・開発プログラム(MCCD)に着任しまし

た。現在の専門は環境経済学、環境政策ですが、エネルギー工学を学んでいたこともあり、海面上昇、

農業などの気候変動に対して学際的なチームで研究をしています。VJU での研究、教育、生活を楽

チェ・ジェジン ディレクターと記念撮影 
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しみにしています。 

 

【離任】  

小寺 昭彦（修士課程気候変動・開発プログラム）                 2021 年 1月離任 

佐藤 圭輔（修士課程環境工学プログラム）            2021 年 3月離任 

熊谷 真人（チーフアドバイザー）               2021 年 3月離任 

谷口 邦生（大学運営強化）                  2021 年 3月離任 

ファン・レ・ビン（修士課程社会基盤プログラム）        2021 年 3月離任 

春日 郁朗（修士課程環境工学プログラム）            2021 年 3月離任 

ディン・ヴァン・アン（修士課程ナノテクノロジープログラム）  2021 年 3月離任 

フン・ドック・トゥアン（修士課程公共政策プログラム）     2021 年 3月離任 

 

 

4 月の行事 

 4月 7日 学士課程日本学プログラム必修科目「日本伝統文化体験（茶道編）」の開講式 

 4月 8日 三谷産業株式会社および株式会社小金井精機製作所との「企業連携講座」協定署名式 

 4月 17日～18日 Japan Vietnam Festival に参加（VJU ブースの出展・学生のステージパフ

ォーマンス） 

 

 

日越大学の情報発信 

日越大学ホームページ： http://vju.vnu.edu.vn/  

日越大学Facebook：（ベトナム語）https://www.facebook.com/vju.edu.vn/?fref=ts 

（日本語）https://www.facebook.com/jicavju/  

JICAホームページ： https://www.jica.go.jp/project/vietnam/040/index.html  

 

お問い合わせ 

日越大学 日越大学教育・研究・運営能力向上プロジェクトメールマガジン編集委員会 

E-mail: mail.magazine@vju.ac.vn  

 

【メール配信停止・変更】配信停止・宛先の変更・追加をご希望の方は、日越大学 日越大学教育・

研究・運営能力向上プロジェクトメールマガジン編集委員会までメールにてご連絡頂けますと幸甚

です。 
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